
＊お知らせ＊
二本松事務所につきましては、居宅介

護支援事業所のみの業務となっておりま
す。全ての受付等業務は浪江事務所にて
行ってまいります。 
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福祉の総合情報誌

社会福祉法人  浪江町社会福祉協議会
〒979－1513　
福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字大添52番地１
TEL（0240）34－4685　FAX（0240）35－5555
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令和元年度
事業・収支決算報告
令和元年度

事業・収支決算報告
令和元年度 事業報告書

令和元年度 資金収支決算書

１．法人運営事業
　★理事会・評議員会の開催
　　＊理事会…５回　＊評議員会…３回
　　＊監査会…１回
　　＊評議員選任・解任委員会…１回
　★ホームページの運営
２．ボランティア支援・推進事業
　★ボランティアセンター運営事業
　★赤い羽根災害ＮＰＯサポート募金２
　 （住民支え合い活動）助成事業
　　＊助成団体…12団体
３．災害生活援助資金の特例貸付事業
　　（町と社協の共同事業）
　　令和元年度にて貸付残額を町へ返還し、本
　　事業は終了となります。
４．生活支援相談員配置事業（県社協委託事業）
　★訪問件数（延べ件数）
　　＊仮設住宅…71件　＊借上住宅…432件
　　＊帰町し居住…718件
　　＊復興住宅・再建住宅…34,656件
５．生活援助資金貸付事業（町社協）
　　貸付件数…５件

６．フードバンク事業
　　支給件数16件
７．福祉車両貸出
　★福祉バス
　　本会の支援団体と町・教育委員会へ貸出
８．広報活動事業
　★なみえ社協だより「はぐくみ」
　　６月、10月、２月の３回発行
９．介護保険事業
　★居宅介護支援事業
　　日常生活の課題分析、ケアプラン作成、事
　　業者との調整、町委託の認定調査
　★訪問介護事業（５月から開始）
　　在宅要援護者の身体的・家事的援助
10．サポートセンター事業（町受託）
　　帰町及び転入された町民を対象に、見守り
　　が必要と判断した方を定期的に訪問し、体
　　調管理や生活実態等の安全確認。介護保険
　　適用外（認定なし）の方への買い物支援や
　　受診同行サービス。
　　相談件数…1,219件　訪問介護…36件
11．生活支援体制整備事業（町受託）
　　個別訪問…467件　団体訪問…373件

人件費
127,793,166円

事務費 7,844,526円
貸付事業 160,000円
負担金 20,000円
その他 363,380円

貸付事業
180,000円

積立資産取崩
  4,089,125円
施設整備等寄附金
  3,860,905円
その他 184,856円 
受取利息配当金 6,001円

その他の活動
34,061,893円

寄附金 1,764,900円

積立資産 
　4,314,056円
基金積立資産 
　300,000円
長期運営資金借入金元金償還
　3,460,000円
固定資産取得 
　3,860,906円

次年度繰越金
135,803,897円

経常経費補助金
46,896,850円

受託金
89,034,074円

前期末繰入金
116,803,961円 支出合計

307,548,215円
収入合計
307,548,215円

介護保険事業
10,665,650円

事業費
23,628,284円
事業費

23,628,284円
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　令和２年４月から県内にある３つの交流館運営を含む復興支援事業
を、浪江町社会福祉協議会で受託する事となりました。生活再建担当
として関東エリアに７名、東北エリアに２名の支援員を配置して、避
難されている町民の皆様が、心身ともに健康に生活できるよう支援を

行います。今後の見通しや課題など生活に関する不安などがございましたら、関東・東北エリ
ア以外の地区の皆様もお気軽に浪江町社会福祉協議会へご連絡ください。

地域包括支援センターの職員は、保健師（看護師）、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどの保
健や福祉の専門職です。
互いに連携をとりながら、総合的に皆様の相談に応じます。

生活再建担当  復興支援員

交流館担当  復興支援員

関東エリア………中嶋　淳栄、八橋　誠、森　美恵、佐藤　秀一、石澤　修英
　　　　　　　　亀田　和弘、石澤　祥子
東北エリア………武田　春美、安達　幸恵

渡部　節子、佐藤　可奈子…………なみえ交流館（いわき市）　TEL：0246－84－6740
吉野　たまえ、佐々木　明美………コスモスふれあいセンター TEL：024－953－6369
髙木　緑、鎌田　美佐子……………あつまっぺ交流館　　　　 TEL：024－572－7989

※サロンや交流会を開催し町民間の交流を深める他、地元の住民さんとも交流し、避難先で
のより良い暮らしができるお手伝いをしております。お気軽にお立ちよりください。

令和２年７月から
浪江町地域包括支援センターを受託しました

令和２年７月から
浪江町地域包括支援センターを受託しました

みなさんの権利を守ります

健康で過ごす
お手伝いをします

 ● 高齢者虐待防止、相談、対応。
 ● 認知症のご本人などへあんしんサポートや
　成年後見制度についての相談等。
 ● 悪質な訪問販売や消費者被害の防止等。

お気軽にご相談ください

地域とのつながり

　高齢者やその家族をはじめ、地域の方々
の相談を受け、介護保険や福祉、医療など
適切なサービスにつなげるなど、相談内容
に応じた支援を行います。

　要支援の認定を受けた方や、体力
に自信がないけれど、いつまでも元
気で暮らしたい方への介護予防プラ
ンの作成

 ● ケアマネジャーへの後方支援。
 ● 関係機関と連携して認知症についての啓発活動。
 ● 医療機関、行政、福祉サービスなどさまざまな機
　関や関係者と連携して、皆さんを支える仕組みづ
　くりを進めていきます。

浪江町復興支援員事業について
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低
所
得
者
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
、
自

立
と
生
活
の
安
定
化
を
図
り
、
在
宅
福
祉
及
び
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
生
計
の
維
持
が
困
難
な
世
帯

に
、
生
活
の
立
て
直
し
の
た
め
の
一
時
的
な
資
金
を
お
貸
し
す
る

制
度
で
す
。

生
活
福
祉
資
金
の
ご
案
内

生
活
福
祉
資
金
の
ご
案
内

　

中
国
武
漢
市
で
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
休
業
や
失
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
生
活
資
金
に
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
向
け
に
、
条
件
に
よ
り
償

還
免
除
の
特
例
を
設
け
た
貸
付
制
度
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ほ
か
、
郵
便

局
、
労
働
金
庫
に
て
７
月
末
ま
で
受
付
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
】

浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会
浪
江
事
務
所

双
葉
郡
浪
江
町
大
字
幾
世
橋
字
大
添
52―

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
０―
３
４―

４
６
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
４
０―
３
５―
５
５
５
５

※

償
還
免
除
は
無
条
件
で
適
用
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
向
け
に
郵
送
で
の

受
付
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
お

け
る
様
々
な
事
故
や
、
ケ
ガ
や
病
気
、

往
復
途
上
の
事
故
な
ど
を
補
償
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
で
あ

れ
ば
本
人
だ
け
で
な
く
他
人
の
身
体
、

財
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
も
補
償

さ
れ
ま
す
。

　

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

被
災
地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す
る
場
合
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
の
お
知
ら
せ

利
用
し
て
み
て
ね
！

総
合
支
援
資
金

　

結
婚
・
出
産
・
住
宅
改
修
な
ど
、
日
常
生
活
上
一
時
的
に
必
要

な
経
費
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

福
祉
資
金

　

緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に

少
額
の
資
金
を
貸
付
す
る
制
度
で
す
。

※

今
回
ご
案
内
を
し
た
以
外
に
も
生
活
福
祉
資
金
の
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
。

※

資
金
の
種
類
に
よ
り
対
象
世
帯
や
貸
し
付
け
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

※

審
査
結
果
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【窓口】
浪江町ボランティアセンター
TEL：0240－34－4685
FAX：0240－35－5555

加入プラン

年間保険料

補償期間

基本プラン 天災・地震
補償プラン

350円 500円

加入した日の翌日～
令和２年３月31日まで

【
窓
口
】０
２
４
０―

３
４―

４
６
８
５

生
活
支
援
金

福　

祉　

費

緊
急
小
口
資
金

住
宅
入
居
費

一
時
生
活
再
建
費

活
動
前
に
加
入
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
か
か
る

特
例
貸
付
の
ご
案
内
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
・
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
、
皆
様
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
職
域
募
金
】

　
浪
江
町
役
場
各
課

　
な
み
え
創
成
小
・
中
学
校

　
浪
江
消
防
署

　
双
葉
警
察
署
浪
江
分
庁
舎

　
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
浪
江
支
店

　
福
島
復
興
局
浪
江
支
所

　
福
島
さ
く
ら
農
協
浪
江
支
店

　
請
戸
川
土
地
改
良
区

　
福
島
県
相
双
復
興
推
進
機
構

【
法
人
募
金
】

　
㈱
叶
屋

　
㈱
渡
辺
商
店

　
㈱
双
葉
不
動
産

　
㈱
ニ
ー
ズ
浪
江
支
店

　
浪
江
郵
便
局

　
㈱
東
邦
銀
行
浪
江
双
葉
支
店

　
㈱
淺
沼
組

　
横
山
建
設
㈱

　
㈲
阿
部
衛
生
社

　
㈱
安
藤
・
間

　
東
北
工
業
建
設
㈱

　
岩
田
地
崎
建
設
㈱
東
北
支
店

【
個
人
募
金
】

　
牛
渡
喜
一
郎

　
内
城　

立
子

　
彌
永　

恵
理

【
募
金
箱
】

　
浪
江
町
役
場

　
ロ
ー
ソ
ン
加
倉
・
幾
世
橋
店

　
ま
ち
づ
く
り
な
み
え

　
い
こ
い
の
村
な
み
え

　
ら
ー
め
ん
た
き

　
イ
オ
ン
浪
江
店

　

日
赤
社
資
は
、
国
内
外

の
災
害
救
護
活
動
、
医
療

や
血
液
事
業
を
は
じ
め
、

奉
仕
団
や
青
少
年
赤
十
字

活
動
の
推
進
な
ど
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
特
別
社
員

　

一
時
又
は
数
次
に
２
万
円
以
上
の
協
力

●
支
部
長
表
彰
状
・
感
謝
状

　

一
時
又
は
数
次
に
10
万
円
以
上
の
協
力

●
銀
色
有
功
章

　

一
時
又
は
数
次
に
20
万
円
以
上
の
協
力

●
金
色
有
功
章

　

一
時
又
は
数
次
に
50
万
円
以
上
の
協
力

　
　
　
　

※

随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

へ
の
ご
加
入

　

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

２
０
２
０
年
度

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
の
お
知
ら
せ

日
本
赤
十
字
社
の
表
彰
制
度

社資総額

329,400円 日

赤

社

員 日

赤

社

員

締
め
切
り
間
近
！

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

を
祝
福
し
、
賞
状
と
記
念
の
金
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

締
め
切
り
期
日
が
間
近
で
す
。
お
忘

れ
な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　
　

①
昭
和
45
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月

　

31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

②
昨
年
ま
で
申
し
込
み
さ
れ
な
か
っ
た

　

ご
夫
婦
。

●
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
各
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
窓　

口
】

①
浪
江
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
（
社
協
内
）

②
浪
江
町
役
場
本
庁　

介
護
福
祉
課

③
浪
江
町
役
場
各
出
張
所

　

・
福
島
出
張
所
・
南
相
馬
出
張
所

　

・
い
わ
き
出
張
所

●
申
込
締
切

　

７
月
３
日
㈮
厳
守

２
０
２
０
年
度

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
の
お
知
ら
せ

２
０
２
０
年
度

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
の
お
知
ら
せ

締
め
切
り
間
近
！

令
和
元
年
度

赤い羽根

歳末
助け合い

合計

912,426

123,302

1,035,728

実績額 ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
最
終
実
績
報
告

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
最
終
実
績
報
告

　

赤
い
羽
根
が
目
印
の
車
い
す
同
乗
車

を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

後
部
座
席
部
分
に
、
車
い
す
に
座
っ

た
ま
ま
乗
降
で
き
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
へ
の
移
乗
が
難
し
い
方
で
も
気
軽
に

ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

燃
料
費
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。

　

利
用
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に

申
込
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
】０
２
４
０―

３
４―

４
６
８
５

便
利
な
車
椅
子
同
乗
車

便
利
な
車
椅
子
同
乗
車

利
用
し
て
み
て
ね
！
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生活支援コーディネーター支え合い通信
地域の支え合いや活動を紹介します

　新型コロナウイルスの影響で自宅での
時間を有効に過ごしていた川添の坂本さ
ん。400枚以上のマスク作りに励んでい
ました♪

　ご自宅を開放して【絵画＆アートフラ
ワー教室】を始められた権現堂の大和田さ
ん、「少人数でもアットホームな会にした
い」と話していました。

権現堂
集会所

気軽にお問合せください
担当：熊谷☎0240－34－4685

令
和
２
年
１
月
〜
５
月
（
敬
称
略
）

【
御
遺
志
金
】
〈　

〉内
は
故
人
名

　

沢　

由
美
子
〈　

操　

〉（
樋　

渡
）

加
藤　
　

久
郎
〈
忠　

一
〉（
樋　

渡
）

横
山　
　

浩
二
〈
纓　

子
〉（
棚　

塩
）

大
友　
　

光
正
〈
洋　

子
〉（
権
現
堂
）

山
本　
　

惠
一
〈
美　

香
〉（
室　

原
）

門
馬　
　

広
一
〈
タ　

ケ
〉（
請　

戸
）

桑
嶋　
　

幸
江
〈
ワ
カ
子
〉（
樋　

渡
）

安
部　
　

正
之
〈
ヨ　

シ
〉（
北
幾
世
橋
）

猪
狩　
　

政
紀
〈　

昭　

〉（
大　

堀
）

横
山　
　

蔵
人
〈
淑　

子
〉（
幾
世
橋
）

馬
場　
　

祐
介
〈
信　

治
〉（
幾
世
橋
）

山
崎　

康
一
郎
〈
ハ
ル
エ
〉（
赤
宇
木
）

【
一
般
寄
附
】

・
吉
田　

瑞
子
（
岐
阜
県
）

・
福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

　令和元年12月より51名の方が民生児童委員と
なりましたが、令和２年１月から新たに２名が加
わりました。53名の民生児童委員と共に、今後も
精力的に活動して参りますので宜しくお願い申し
上げます。

浪江町民生児童委員協議会からのお知らせ

※県内にお住まいの方で、訪問を希望される場合は気軽にご連絡ください。
　☎0240－62－0877　事務局：浪江町社会福祉協議会　　担当：三瓶・池崎

三瓶　友一 （南津島上）
髙橋　善行 （谷 津 田）

新任民生児童委員

【
御
遺
志
金
】
〈　

〉内
は
故
人
名

八
景　

マ
キ
子
〈
弘　

毅
〉
（
北
幾
世
橋
）

柴　
　
　

開
一
〈
ミ　

ツ
〉
（
井　
　

手
）

菅
原　

ナ
カ
子
〈
定　

雄
〉
（
権
現
堂
）

佐
藤　
　

隆
裕
〈　

一　

〉
（
北
幾
世
橋
）

白
坂　
　

治
義
〈
や
い
子
〉
（
赤
宇
木
）

鈴
木　
　

健
一
〈
髙
木
智
穂
〉（
幾
世
橋
）

勝
山　
　

一
美
〈
チ
ヨ
子
〉
（
立　
　

野
）

吉
田　
　

公
明
〈
孝　

平
〉
（
室　
　

原
）

山
本　
　

力
人
〈
裕　

士
〉
（
大　
　

堀
）

戸
浪　
　

清
一
〈　

清　

〉
（
田　
　

尻
）

山
田　
　

政
明
〈
ハ
ル
エ
〉
（
北
幾
世
橋
）

小
松　

修
一
郎
〈　

享　

〉
（
請　
　

戸
）

山
田　
　

光
二
〈
美
津
子
〉
（
西　
　

台
）

栃
本　
　

良
重
〈
教　

嘉
〉
（
室　
　

原
）

　カリタス南相馬様より本会
のフードバンク事業に食糧を
ご提供していただきました。


